
中
世
東
国
水
運
史
か
ら
見
た

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
六
月
三
十
日
条
の
問
題

秦

野

秀

明

は
じ
め
に

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
六
月
三
十
日
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
紹
介
す
る
よ
う
に
結
論
が
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
中
世
東

国
水
運
史
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
今
回
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
表

記
に
関
し
て
判
っ
た
こ
と
を
含
め
て
、
い
く
つ
か
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

一

走
湯
山(

五
堂)

燈
油
料
船

『
伊
豆
山
文
書
』
の
「
文
永
九
年(

一
二
七
二)

一
二
月
一
二
日
関
東
下

知
状
案
」(

１)

に
、
下
総
国
神
崎
関(

現
千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町
付
近)

で
、

走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

の
走
湯
山(

五
堂)

燈
油
料
船
と
、

下
総
国
神
崎
庄
小
松
郷
の
在
地
領
主
で
あ
っ
た
千
葉
左
衛
門
四
郎(

小
松

四
郎)

為
胤(

２)

と
の
間
で
、
関
手(

関
料)

徴
収
を
め
ぐ
る
相
論
が
発
生
し
、

走
湯
山
燈
油
料
船
の
梶
取
は
、
治
承
五
年(

一
一
八
一)

に
源
頼
朝
か
ら

関
・
泊
・
津
の
通
行
権
を
与
え
ら
れ
た(

３)

と
し
て
、
関
手(

関
料)

を
払

う
こ
と
を
拒
否
し
、
一
方
の
千
葉
為
胤
は
、
関
手(

関
料)

の
徴
収
を
認
め

ら
れ
た
下
文
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
が
下
文
を
提
出
で
き
ず
、

そ
の
結
果
と
し
て
鎌
倉
幕
府
よ
り
走
湯
山
燈
油
料
船
の
特
権
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。

盛
本
昌
広
氏(

一
九
八
八)

は
、
走
湯
山
燈
油
料
船
が
、
何
の
目
的
で
航

行
し
、
何
を
運
搬
し
て
い
た
の
か
に
疑
問
を
抱
き
、
中
世
で
は
船
に
よ
る

荘
園
年
貢
の
輸
送
の
占
め
る
比
重
が
高
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
が
、
鎌

倉
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
三
宝
院
文
書
』
の
「
走
湯

山
所
領
目
録
」(

４)

で
は
、
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・
越
後
・
駿
河
・
土
佐

の
所
領
が
列
挙
さ
れ
、
寛
元
五
年(

一
二
四
七)

、
宝
治
元
年(

一
二
四
七)

の
「
北
条
時
頼
寄
進
状
」(

５)

で
の
寄
進
地
も
駿
河
で
あ
っ
た
た
め
、
相

論
が
発
生
し
た
文
永
九
年(

一
二
七
二)

以
前
に
、
下
総
国
神
崎
関
の
あ
っ

た
常
陸
川
流
域
に
、
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

の
所
領
の
存

在
を
示
す
史
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
『
伊
豆
山
文
書
』(

１)

で
は
、
走
湯
山
燈
油
料
船
は
「
五
拾
艘
」

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

と
同

様
に
、
鎌
倉
幕
府
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
年
貢
運
搬
船
の
数

は
、
そ
れ
を
示
す
史
料(

６)

に
よ
れ
ば
「
参
艘
」
で
あ
り
、
走
湯
山
伊
豆

山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

側
が
訴
訟
に
際
し
て
数
を
誇
張
し
て
い
た
と
し

て
も
、
走
湯
山
燈
油
料
船
が
多
数
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

以
上
か
ら
、
走
湯
山
燈
油
料
船
は
年
貢
運
搬
以
外
の
目
的
で
航
行
し
、

各
地
で
調
達
し
た
物
資
を
遠
隔
地
へ
運
送
す
る
こ
と
で
得
た
利
益
を
、
燈

油
料
と
し
て
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

に
納
付
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
『
伊
豆
山
文
書
』(

１)

以
外
の
史
料
は
見
出



せ
な
い
た
め
に
裏
付
け
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

だ
が
、
こ
の
推
測
を
補
強
す
る
史
料
と
し
て
、『
金
沢
文
庫
』
所
蔵
の
［
自

証
書
状
］(
７)

に
「
あ
た
ミ
船
」
、
同
じ
く
『
金
沢
文
庫
』
所
蔵
の
［
信
時

書
状
］(

８)
に
「
熱
海
以
便
船
」
と
記
さ
れ
て
い
る
船
を
、
走
湯
山
燈
油

料
船
の
世
間
一
般
で
の
呼
称
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
そ
の
史
料
の
内
容

か
ら
熱
海
船(

あ
た
ミ
船)

の
機
能
を
、
旅
客
を
乗
せ
て
目
的
地
ま
で
送
り

届
け
る
乗
合
船
的
性
格
と
、
物
資
の
運
搬
を
依
頼
さ
れ
る
宅
配
船
的
性
格

を
持
つ
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
こ
の
熱
海
船(

あ
た
ミ
船)

が
走
湯
山
燈
油

料
船
と
同
一
の
船
な
ら
、
走
湯
山
燈
油
料
船
も
こ
の
二
つ
の
性
格
を
持
ち

合
わ
せ
た
船
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た(
９)

。

二

久
伊
豆
宮
神
人
か
伊
豆
宮
神
人
か

下
総
国
神
崎
関(

現
千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町)

で
、
走
湯
山
伊
豆
山
権
現

(

現
伊
豆
山
神
社)

の
走
湯
山
燈
油
料
船
が
、
千
葉
為
胤
と
の
間
で
関
手(

関

料)

徴
収
を
め
ぐ
る
相
論
が
発
生
し
た
文
永
九
年(

一
二
七
二)
よ
り
、
遡
る

こ
と
七
八
年
前
の
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
に
、
武
蔵
国
大
河

戸(

お
お
か
わ
ど)

御
厨(

10)

で
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条

於
武
蔵
国
大
河
戸
御
厨
与(

久)

伊
豆
宮
神
人
等
喧
嘩
出
来
之
由
有
其
聞

依
驚
思
食
為
令
尋
沙
汰
被
下
遣
掃
部
充
行
光
云
々

こ
の
条
は
武
蔵
国
に
あ
っ
た
大
河
戸
御
厨
や
、
太
田
荘(

11)

の
歴
史
を

考
察
す
る
上
で
の
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
の
写
本
に
よ
る
異

同
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、『
吾
妻
鏡
』
の
写
本
自
体
の
研
究
も
含
め
て
こ

の
条
の
内
容
に
つ
い
て
の
結
論
は
現
時
点
で
出
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、『
吾
妻
鏡
』
北
条
本
で
は
「
於
武
蔵
国
大
河
戸
御
厨
久
伊
豆

宮
神
人
等
」
で
あ
り
、
吉
川
本
で
は
「
於
武
蔵
国
大
河
戸
御
厨
与(

と)

伊

豆
宮
神
人
等
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
条
の
内
容
を
左
右
す
る
喧
嘩
を
起

こ
し
た
当
事
者
が
、「
久
伊
豆
宮
神
人(

じ
に
ん)

」
な
の
か
「
伊
豆
宮
神
人

(

じ
に
ん)

」
で
あ
る
の
か
が
判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
三
日
条
で
、
大
河
土
御
厨
の

所
在
地
と
さ
れ
る
武
蔵
国
崎
西
・
足
立
両
郡
の
う
ち
、
崎
西
郡
は
久
伊
豆

神
社
の
祭
祀
圏
で
あ
り
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』(

12)

で
は
こ
れ
を
、
埼

玉
県
騎
西
郡
騎
西
町
の
久
伊
豆
神
社(

現
玉
敷
神
社)

と
し
た(

13)

。

岡
田
清
一
氏(

一
九
九
一)

は
、
『
伊
豆
山
文
書
』(

１)

よ
り
類
推
し
、
下

総
国
神
崎
関
の
場
合
と
同
様
に
「
関
手(

関
料)

」
徴
収
を
原
因
と
し
て
、

大
河
戸
御
厨
の
住
民
と
、
走
湯
山
燈
油
料
船
で
来
往
し
た
走
湯
山
伊
豆
山

権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

の
神
人
の
衝
突
と
し
て
推
測
し
た(

14)

。

三

久
伊
豆
神
社
と
伊
豆
山
権
現
の
関
係

埼
玉
県
騎
西
郡
騎
西
町
正
能
に
、
龍
花
院(

伊
豆
山
龍
華
院
法
音
寺)

が

あ
り
、『
龍
花
院
文
書
』(

15)

に
よ
れ
ば
、
伊
豆
権
現
・
八
幡
・
久
伊
豆
大

明
神
を
鎮
守
す
る
と
あ
る(

16)

。

ま
た
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』(

12)

に
お
い
て
、
騎
西
郡
騎
西
町



の
久
伊
豆
神
社(

現
玉
敷
神
社)

に
は
、
式
内
論
社
の
末
社
・
宮
目
神
社
や

そ
の
他
の
末
社
の
一
つ
と
し
て
伊
豆
権
現
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

森
田
悌
氏(

二
〇
〇
七)

は
、
騎
西
郡
騎
西
町
の
久
伊
豆
神
社
が
、
延
喜

式
神
名
帳
所
載
の
武
蔵
国
埼
玉
郡
玉
敷
神
社
で
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
久

伊
豆
神
社
を
称
し
た
当
社
の
訓
み
は
「
く
い
ず
」
、
「
ひ
さ
い
ず
」
の
両
説

が
あ
る
な
か
で
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』(

12)

の
記
述
に
よ
っ
て
、「
ひ

さ
い
ず
」
と
訓
ん
で
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
久
伊
豆
神
社
の
伊
豆
を
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

に
結
び
付
け
る
説
も
存
在
す
る
が
、『
伊
豆
山
神
社
文
書
』(

１)

に
よ
る
走

湯
山
燈
油
料
船
の
広
い
活
動
範
囲
を
考
慮
す
る
と
、
何
故
、
埼
西
郡
の
み

に
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)
の
信
仰
が
展
開
さ
れ
た
の
か
が

不
明
で
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』(

12)

の
記
述
の
ご
と
く
に
、
久
伊
豆

神
社(

現
玉
敷
神
社)

の
境
内
に
、
末
社
と
し
て
伊
豆
権
現
が
祀
ら
れ
た
と

い
う
事
実
は
、
主
神
と
末
社
の
神
霊
が
同
一
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
に
あ
り
得
ず
、
久
伊
社
豆
神
を
走
湯
山
伊
豆
山
権
現(

現
伊
豆
山
神
社)

に
結
び
付
け
る
所
見
は
、
成
立
し
え
な
い
と
推
測
し
た(

17)

。

四

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
久
伊
豆
宮
と
伊
豆
宮
の
表
記

現
存
す
る
『
吾
妻
鏡
』
の
集
成
本
と
し
て
分
類
さ
れ
る
写
本
の
主
要
な

も
の
は
、
北
条
本
、
広
橋
本
、
吉
川
本
、
島
津
本
、
毛
利
本
の
五
点
で
あ

る
。
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条
に
関
し
て
、
現
時
点
で
本
文

を
確
認
出
来
る
集
成
本
と
し
て
北
条
本
、
広
橋
本
、
毛
利
本
が
「
久
」
で
、

吉
川
本
が
「
与
」
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
で
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
島
津
本
は
、
現
在
閲
覧
が
一
時
的
に
中
止
さ
れ
て
い
る
。

最
近
筆
者
は
あ
る
研
究
者
の
厚
意
に
よ
り
、
そ
の
島
津
本
の
建
久
五
年

六
月
三
十
日
条
の
コ
ピ
ー
を
頂
く
機
会
を
得
た
。
結
果
は
、
島
津
本
も
ま

た
「
久
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(

18)

の

サ
イ
ト
内
に
、
『
吾
妻
鏡
』
本
文
検
索(

19)

が
あ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
久
伊
豆
宮
と
伊
豆
宮
の
表
記
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
う
た
め
に
こ
れ
を
使
用
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
『
吾
妻
鏡
』

の
底
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
「
寛
永
版
本
」
で
あ
る
。

①
「
久
伊
豆
宮
」
の
検
索
結
果
は
「
一
件
」
で
、

建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条(

九
巻
六
八
頁
一
一
行)

の
み
で
あ
る
。

②
「
伊
豆
宮
」
の
検
索
結
果
も
「
一
件
」
で
、

建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条(

九
巻
六
八
頁
一
一
行)

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
久
伊
豆
宮
」
の
「
伊
豆
宮
」
の
部
分
が
、

検
索
に
か
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

③
「
伊
豆
山
」
の
検
索
結
果
は
「
二
一
件
」
あ
り
、

初
出
が

治
承
四
年(

一
一
八
〇)

八
月
十
八
日
条(

一
巻
四
三
頁
八
行)

最
後
が

文
応
元
年(

一
二
六
〇)

十
二
月
一
日
条(

二
四
巻
七
七
頁
六
行)

で
あ
る
。

④
「
走
湯
」
の
検
索
結
果
は
「
三
七
件
」
あ
り
、



初
出
が

治
承
四
年(

一
一
八
〇)

七
月
五
日
条(

一
巻
三
一
頁
八
行)

最
後
が

寛
元
四
年(

一
二
四
六)

三
月
三
日
条(

一
九
巻
七
二
頁
六
行)

で
あ
る
。

そ
の
内
、「
走
湯
山
」
と
い
う
表
記
が
「
三
三
件
」
、「
走
湯
権
現
」
と
い

う
表
記
が
「
四
件
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
は
走
湯
山
伊
豆
山
権
現

(

現
伊
豆
山
神

社)

は
「
伊
豆
山
」
、「
走
湯
山
」
又
は
「
走
湯
権
現
」
と
表
記
さ
れ
る
の
が

通
例
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
吉
川
本
の
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三

十
日
条
の
み
が
「
伊
豆
宮
」
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

五

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
大
河
土(

戸)

御
厨
の
表
記

次
に
前
述
の
検
索(

18)
(

19)

を
使
用
し
て
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
大
河

土(

戸)

御
厨
の
表
記
の
調
査
を
行
っ
た
。

⑤
「
大
河(

土)

御
厨
」
の
検
索
結
果
は
「
一
件
」
あ
り
、

寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
三
日
条(

二
巻
八
二
頁
二
行)

の
み
で
あ
る
。

⑥
「
大
河(

戸)

御
厨
」
の
検
索
結
果
は
「
三
件
」
あ
り
、

建
久
三
年(

一
一
九
二)

十
二
月
二
十
八
日
条(

八
巻
一
一
七
頁
八
行)

建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条(

九
巻
六
八
頁
一
一
行)

建
暦
三
年(

一
二
一
三)

五
月
十
七
日
条(

一
二
巻
一
四
二
頁
一
〇
行)

で
あ
る
。

大
河(

土)

御
厨
と
記
さ
れ
る
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
三
日
条
の
内

容
に
よ
り
、
大
河(

土)

御
厨
が
武
蔵
国
崎
西
・
足
立
両
郡
内
に
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
す
る
が
、
大
川
戸
の
地
名
が
残
る
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町

付
近
を
大
河
土(

戸)

御
厨
と
比
定
し
た
場
合
、
そ
の
当
時
に
は
そ
こ
が
、

下
総
国
葛
飾
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
難
点
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
、
武
蔵
国
崎
西
・
足
立
両
郡
内
に
存
在

し
た
と
記
さ
れ
る
大
河(

土)

御
厨
に
、
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
三

日
以
降
、
建
久
三
年(

一
一
九
二)

十
二
月
二
十
八
日
以
前
に
、
そ
の
当
時

に
下
総
国
葛
飾
郡
で
あ
っ
た
北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
川
戸
地
区
が
、
飛
び

地
の
よ
う
な
形
で
新
た
に
寄
進
さ
れ
た
結
果
、
大
河(

戸)

御
厨
と
い
う

表
記
に
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料

は
無
く
、
勘
解
由
小
路
兼
仲
『
勘
仲
記
』
紙
背
文
書
で
は
、
す
べ
て
「
大

河(

土)

御
厨
」
と
記
さ
れ
て
い
る(

20)

。

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
川
戸
地
区
が
、
当
時
の
国
境
及
び
郡
界
で
あ
っ
た

利
根
川
の
流
路
の
変
遷
の
結
果
、
武
蔵
国
よ
り
下
総
国
葛
飾
郡
に
編
入
さ

れ
た
と
い
う
説(

21)

が
あ
る
が
、
近
年
の
河
畔
砂
丘
等
の
研
究
成
果
に
よ

り
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
利
根
川
の
本
流
は
、
埼
玉
県
春
日
部
市

付
近
で
現
在
の
古
利
根
川
を
分
流
し
た
後
、
現
在
の
古
隅
田
川
を
経
て
、

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
付
近
で
現
在
の
元
荒
川
と
合
流
し
、
そ
れ
よ

り
下
流
の
元
荒
川
を
経
て
江
戸
湾
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り(
22)
、
現
在
の
古
利
根
川
「
左
岸
」
に
位
置
す
る
北
葛
飾
郡
松
伏
町
大

川
戸
地
区
が
、
中
世
の
利
根
川
本
流
の
「
右
岸
」
で
あ
り
武
蔵
国
で
あ
っ

た
と
い
う
説(
21)

は
、
地
質
学
的
に
あ
り
得
な
い
。

そ
れ
故
、
古
隅
田
川
及
び
そ
の
合
流
地
点
よ
り
下
流
の
元
荒
川
の
左
岸



は
、
古
代
よ
り
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、
下
総
国
で
あ
り
続
け

た
の
で
あ
る
。

六

中
世
関
東
水
運
史
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ

伊
藤
一
美
氏(

一
九
九
〇)

は
、
氏
の
所
有
す
る
「
貞
治
四
年
伊
豆
山
権

現
走
湯
山
の
寺
領
一
覧
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
伊
豆
走
湯
山
所
領
目
録
」

(

４)

に
も
同
じ
く
記
載
さ
れ
る
武
蔵
国
吉
田
郷
三
ヶ
村
が
、
源
頼
朝
に
よ

っ
て
治
承
三
年(

一
一
七
九)

十
二
月
二
十
八
日
に
、
寄
進
さ
れ
た
と
推
測

し
た(

23)

。

伊
藤
一
美
氏
は
、
走
湯
山
燈
油
料
船
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
が
、

武
蔵
国
吉
田
郷
よ
り
年
貢
を
船
で
運
ぶ
た
め
に
は
、
吉
田
川
、
赤
平
川
、

荒
川
を
経
て
、
当
時
の
利
根
川
の
本
流
が
流
れ
て
い
た(

22)

大
河
戸
御
厨

の
中
を
航
行
し
て
、
江
戸
湾
に
出
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
が
出
来
る
。
し

か
し
、
『
伊
豆
山
文
書
』(

１)

の
場
合
と
同
様
に
、
武
蔵
国
吉
田
郷
三
ヶ
村

で
の
走
湯
山
燈
油
料
船
の
活
動
は
す
べ
て
不
明
で
あ
る
。

現
時
点
の
研
究
で
、
走
湯
山
燈
油
料
船
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
大
河
戸
御

厨
の
中
を
航
行
し
て
い
た
と
い
う
史
料
的
裏
付
け
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条
に
お
い
て
、
喧
嘩
を

起
こ
し
た
当
事
者
が
、
久
伊
豆
宮
神
人
な
の
か
伊
豆
宮
神
人
で
あ
る
の
か

が
問
題
な
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
『
吾
妻
鏡
』
の
写
本
研
究
の

み
な
ら
ず
、
中
世
関
東
水
運
史
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

(

追
記)

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年(

一
一
九
四)

六
月
三
十
日
条
に
お
け
る
久
伊
豆

宮
が
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
宮
町
の
久
伊
豆
神
社
や
、
越
谷
市
越
ヶ
谷
の

久
伊
豆
神
社
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
両
社
の
社
伝
は
鎌
倉
期
に
つ
い

て
は
触
れ
る
所
が
な
く(

24)

、
史
料
的
に
建
久
五
年(

一
一
九
四)

に
存
在

し
た
こ
と
を
立
証
す
る
の
は
、
走
湯
山
燈
油
料
船
が
大
河
戸
御
厨
の
中
を

航
行
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
よ
り
は
る
か
に
困
難
が
あ
る
。

越
谷
市
越
ヶ
谷
の
久
伊
豆
神
社
に
程
近
い
元
荒
川
右
岸
の
越
谷
市
御
殿

町
に
、
建
長
元
年(

一
二
四
九)

の
銘
の
あ
る
板
碑
が
存
在
す
る
が
、
こ
の

板
碑
が
数
少
な
い
立
証
の
た
め
の
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

註

(

１)

「
伊
豆
山
神
社
文
書
」
『
鎌
倉
遺
文
』
一
五
―
一
一
一
五
六

(

２)

千
野
原
靖
方

二
〇
〇
七

『
常
総
内
海
の
世
界
―
地
域
権
力
と
水
運
の
世
界
』

崙
書
房

八
四
―
九
〇
頁

(

３)

「
伊
豆
山
神
社
文
書
」
『
平
安
遺
文
』
八
―
三
九
七
四

※
盛
本
昌
広
氏
は(

９)

の
三
四
頁
の
註
四
に
お
い
て
、

「
こ
の
治
承
五
年
正
月
日
御
下
文
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
治
承

六
年
正
月
日
の
源
頼
朝
下
文
が
、
走
湯
山
東
明
寺
に
現
存
す
る

が
、

様
式
か
ら
見
て
偽
文
書
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
る
。

(

４)

「
三
宝
院
文
書
」
三
号
『
静
岡
県
史
料
』
１

(

５)

「
伊
豆
山
神
社
文
書
」
四
号

寛
元
五
年
二
月
十
六
日

北
条
時
頼
寄
進
状
『
静
岡
県
史
料
』
１



(
６)

『
神
奈
川
県
史
』
３
上
―
四
六
六
六
号

(
７)
「
湛
稿
冊
子
百
九
・
裏
文
書
」

『
神
奈
川
県
史
』
３
上
―
三
八
三
四
号

(

８)

「
湛
睿
著
作
・
四
分
律
行
事
鈔
見
聞
集
十
八
・
裏
文
書
」

『
神
奈
川
県
史
』
３
上
―
三
八
九
六
号

(

９)

盛
本
昌
広

一
九
八
八

「
走
湯
山
燈
油
料
船
と
神
崎
関
」

『
千
葉
史
学
』
一
三
号

(

10)

※
初
出
史
料

『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
三
日
条

(

11)

※
初
出
史
料

『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年(

一
一
八
八)

六
月
四
日
条

(

12)

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
九

埼
玉
郡
之
十
一

騎
西
領

(

13)

太
田
富
康

一
九
九
三

『
中
川
水
系

Ⅲ

人
文
』

第
一
章
第
二
節
六

埼
玉
県

一
八
四
・
一
八
五
頁

(

14)

岡
田
清
一

一
九
九
一

「
大
河
戸
御
厨
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」

『
埼
玉
県
史
研
究
』

二
六
号

(

15)

「
納
経
拝
札
に
付
き
龍
花
院
由
緒
届
書
」

『
騎
西
町
史
・
近
世
資
料
編
』

騎
西
町

六
九
一
―
六
九
三
頁

(

16)

冨
田
勝
治

二
〇
〇
五

『
騎
西
町
史
・
通
史
編
』

三
編
一
章
二
節

騎
西
町

二
九
二
―
二
九
六
頁

(

17)

森
田
悌

二
〇
〇
八

「
玉
敷
神
社
と
久
伊
豆
神
社
」

『
埼
玉
史
談
』

第
五
五
巻
第
二
号

(

18)h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
d
_
l
i
b
r
a
r
y
/

i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

(

19)h
t
t
p
:
/
/
o
c
e
l
o
t
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
d
l
i
b
/
a
z
u
m
a
/

(

20)

海
津
一
朗

一
九
九
二

「
弘
安
の
神
領
興
行
法
と
東
国
諸
御
厨
」

『
地
方
史
研
究
』

二
三
九

第
四
二
巻
五
号

(

21)

大
村
進

一
九
七
五

『
越
谷
市
史
・
通
史
編
上
』

三
編
一
章
二
節

越
谷
市

二
三
八
―
二
四
三
頁

(

22)

平
社
定
夫
・
佐
藤
和
平

一
九
九
三

『
中
川
水
系

Ⅰ
総
論
・
Ⅱ
自
然
』

第
一
章
第
一
節
四

埼
玉
県

八
二
―
一
一
八
頁

(

23)

伊
藤
一
美

一
九
九
〇

「
武
蔵
国
吉
田
郷
と
伊
豆
山
神
社
」

『
埼
玉
県
史
研
究
』

二
四
号

(

24)
大
村
進

一
九
七
五

『
越
谷
市
史
・
通
史
編
上
』

三
編
一
章
二
節

越
谷
市

二
四
一
・
二
四
二
頁


